
回心について 
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私たちは四旬節に入りました。言うまでもなく四旬節の目指すところは、主の復活す

なわち新しい命に向けての自らの回心すなわち悔い改めです。回心は私たちの生き方、

生活の仕方を具体的に方向転換することです。しかしそれがいかに難しいかを私たちは

経験で知っています。今後こうしよう、ああしようと自ら目標を立ててもなかなか実践で

きません。 

善い人になろう、善い信者になろうという思いだけでは回心というものは難しいのか

もしれません。そうではなくて、自分にとって大切な人、愛する人、かけがえのない人の

ために・・・という想いが私たちを変えていく、回心させていくように思います。たとえ

ば、車の粗暴な運転をしていた人がパートナー

との出会いを機に、さらに子供の誕生を機に

安全運転をするようになっていくということ

もあります。 

愛することが私たちを変えてゆく、その意味

でも使徒パウロの言うように四旬節は「今や、

恵みの時、今こそ、救いの日」なのでしょう。 
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おとずれ 

ミケランジェロ「パウロの回心」 



日曜学校 卒業生たちの思い出 

●田形 美沙希さん 

私は小学３年生から日曜学校に参加させてもらいました。聖書

の勉強をしたり、色々な活動をしました。心に残るのは、クリスマス

会ではクリスマスの意味を知ることが出来たし、ウクライナへの支

援コンサートのお手伝いでは助け合いの気持ちを知ることが出来

ました。 

教えてくださった神父様、シスター方、リーダー方、教会のみなさ

ん、ありがとうございました。中学生になっても頑張ります。 

 

●中田 一雄さん 

ぼくが日曜学校で思い出にのこったのは、ウクライナコンサート

でぼきん活動をしたことです。最初はきんちょうして声があまりで

なかったけど、あとからきんちょうがほぐれて声をだせ、ぼきんを

あつめられました。そのときのことが一番思い出に残っています。 

 

●齋藤 弘貴さん 

ぼくの日曜学校の思い出は、かんしゃと喜びのつどいで、お祭り

のようなことをして遊んだことです。焼きそばがとても上手かった

です。また、毎週の授業が終わってから遊ぶのも楽しかったです。開

放感がすごいです。 

 

＊リーダーより：長い間、一緒に日曜学校を作り上げてきました。ありがとう。これから

色々あると思いますが、助け合いや祈り、神様に愛されていることを時々思い出せる、そ

んな大人になってください！（大野） 

 

お知らせ 

２月２６日よりご復活祭まで、ミサの折に「四旬節献金」の募金箱を聖堂に設置します。

国内外の困窮者支援に使われます。皆さまの心からの愛のわざをお待ちしております。 

また併せて「トルコ南東部地震救援」募金箱も設置しています。以下カリタスジャパン

のホームページよりの記事です。 



 
＊３月２４日現在５万人超 

何年か前に、日曜学校のキャンプが防災をテーマに行われましたが、その折に聞いた、

１９９５年阪神・淡路大震災の大野さんの体験談が思い出されます。２０１１年には東日本

大震災。地震大国の日本にとって、同じ苦しみとして感じられる方々が多いことでしょ

う。そしてその度毎にどれほど多くの人々、国々から支援を受けたことでしょう。 

折しも四旬節。トルコ、シリアは距離こそ遠い国ですが、大地震という同じ苦しみに見

舞われた方々に心を寄せて、温かい献金をお願いいたします。 

（愛を証しする力を育てる共同体チーム、財務） 

教会委員会記録 

2023年２月 5日（日） 

1. 司祭館清掃について 

2. 教区事務局長である保久要神父様に千葉神父様が相談なさいました。＜保久神父様のコメント＞ 

司祭の引越し費用は小教区負担と規定されているが、司祭館清掃に関する規定は特にない。司祭

が住んでいても司祭館は司祭の家ではなく教会の施設であり、その維持管理は教会がやるべきで

ある。＜千葉神父様の考え＞信徒たちが司祭館清掃を行うのは司祭の生活を助けようとする気持

ちの 1つの表れであり、それはカトリック教会において普通のあり方だ。司祭は信徒たちのそうした

気持ちに支えられて仕事を頑張ることができる。清掃を自分でやろうとも考えたが、前例を作ると

後任の司祭たちが困るのではないかと思う。外部業者への清掃依頼をお願いしたい。 

◎見積もりを取った。ダスキン約１７，０００円、生活支援サービス年会費２０００円 1，5 時間３６００

円交通費６００円合計４２００円、清掃専門業者税込５５００円シルバー人材センター等 

★清掃専門業者に頼もうと思う。 

カリタスジャパンは「トルコ南東部地震救援」募金の受付を開始しました。 

2 月 6 日未明、トルコ南東部とシリアでマグニチュード 7.8 の大地震が発生、その数時間後には

別の大地震も発生し、現地は壊滅的な状況に陥っています。両国ではすでに 1 万人＊を超える人

の死亡が報告されており、今後も増えることが予想されています。 

国際カリタスでは、カリタス・トルコや現地のカリタスを通して被害の規模やニーズの把握を

すすめています。 

カリタスジャパンは今回の地震の被害規模と被災地状況を踏まえ、「トルコ南東部地震救援」

募金を受け付けることを決定しました。お寄せいただいた募金は、被災地域で行われる救援活

動のために活用させていただきます。 



3. 信徒館のトイレ倉庫の流し台撤去の件 

◎撤去した後外の流しに移築して欲しい要望があったが壁付けなのに壁がないなど設置できな

い。外の流しの据え置きタイプ（１万円以内である）を置く方向で考えている。普段使っている人の

意見を聞く 

4. ２０２２年決算報告 

財務より 2022年度決算報告 

・2022年 12月末信徒数 325名（幼児洗礼３名、逝去１名、転入２名、転出３名）居所不明者５名増 

・皆様のご協力により「月定献金」は予算比 108％を達成したものの、「ミサ献金」予算比 66％と、昨年

よりは増えたもののまだコロナ前の状態には戻らない。「修繕積立金」は高額の献金や皆さまにご努力

いただいたが予算比 87％にとどまった。 

・昨年もイースター、クリスマスなど行事が行われなかったため経費支出は抑えられた。 

・支出の上で予算を上回った科目としては新しいミサ式次第の導入のため、「祭儀費」が膨らむ。また大

幅に電気代があがったため「水道光熱費」が予算に対して上回る。 

・経常収支に関しては黒字となる。（詳細は、司祭・信徒館集会室にある「教会委員会議事録」の綴りをご

覧ください。） 

・司祭信徒館が建設されてから 10年経過して売電の買い取り単価が下がり、電気料金自体が高止まり

しているため、今までのように売電でまかないきれなくなった。今後の電気の使用形態を、「発電したも

のを売電ではなく自家消費したほうが良いか」など検討をしたい。 

5. 財務パソコン新規購入の件財務より既存のパソコンの件 

現在使用中のパソコンが Windows８のため、サポートが終わってしまった。予算を今年度は取ってお

らず、信徒からの寄付をまずは使わせていただき、不都合があった場合は購入を検討したい。  

6. 3月予定はこよみをご覧ください 

7. その他 

① 幼稚園との対応報告  

1/26堀内園長、渡邊理恵主任、千葉神父、志村委員長で話し合い。 

幼稚園はカトリック教会の一部である認識があり率先して協力していきたい。手伝っていきた

い。（学校法人と宗教法人。） 

木の剪定は幼稚園でやるときに教会の剪定も頼む（教会の分は教会のほうで支払う） 

除雪は送迎の時に教会の土地を使っていることもあり幼稚園でやってくれる。園庭側の階段の

タイルが剥げている。フェンス門扉の留め金を必ず穴に差し込んで欲しい（強風で倒れるので）。 

日曜学校時の幼稚園の鍵を今迄堀内先生が開けてくださっていたが千葉神父様が預かる事に

なりました。 

教会と幼稚園の連絡係は江守さんにお願いしたい。 

② 2月１９日（日）教会連絡網等の見直し打ち合わせ予定 

③ おとずれ編集委員 

新井靜香、江守香代子、太野隆、小林恵美子、東海林美佐子 

④ 地域での宗教の伝達の仕方が難しい（布教活動）どうすればいいのか？アイデアをしりたい。  



 

3月のミサ奉仕 

日 先唱 聖体奉仕 第１朗読 第２朗読 検温・香部屋 

5 曾根 美香  福永 好雄 加々美敦子 宮本 禮子 

12 大野 隆  日曜学校 日曜学校 角 幸子 

19 江守 香代子  小山田 匡宏 グエン ティ カ 小松 二三子 

26 佐藤 光良  葉山 孝夫 山田 恵子 江守 香代子 

 

こ よ み 
3月 

日付 教会暦 行事内容等 
日曜

学校 
聖堂清掃/備考 

3/5(日) 四旬節第 2主日 教会委員会 〇 河口湖・吉田 

3/12(日) 四旬節第 3主日 子供と共に捧げるミサ 〇 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ・山中・忍野 

3/19(日) 四旬節第 4主日 日曜学校卒業式 〇 日曜学校・河口湖・都留 

3/26(日) 四旬節第 5主日 黙想会（阿部仲麻呂神父） × 有志 

※御ミサは毎週日曜 9:30開始です。変更ある場合のみ表に記載します。 

 

＊四旬節中、ミサ前９：００より十字架の道行があります 

＊四旬節期間中、愛の献金を行います。ご協力ください。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  イタリア語教室（月曜１０時）：３月６日、1３日、20日、27日 

  手芸会（第二水曜日）    ：３月 8日 

＜大雪などの場合に中止になることがあります＞ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

３月以降の主な予定 

４月 ２日 （日） 受難の主日（枝の主日） 

４月 ６日 （木） 聖木曜日 ミサ１８：３０ 

４月  ７日 (金) 聖金曜日 主の受難祭儀 １８：３０ 大斎・小斎 

４月  ８日 (土) 復活徹夜祭 ミサ１８：３０ 

４月 ９日 (日) 復活の主日 

４月１６日 (日) 日曜学校 始業式 

 

 ※その他予定変更については、「教会の連絡網」での連絡及びホームページに掲載いたします 


